
中南大学湘雅医院（中国・長沙市）と「学術交流協定」を締結しました 

 

2019 年 10 月 13 日（日）に中国・北京で、鹿児島市と友好都市締結をしている長沙市に位置する中南

大学湘雅医院（院長 Lei Guanghua）と、鹿児島医療センター（院長 田中康博）との学術交流協定締結の

調印式を行いました。2017 年 4 月に私・松下が中南大学湘雅医院を学術講演で訪問した際に今後の学術

交流について意見交換を行い、2018 年 11 月から半年間、当院皮膚腫瘍科・皮膚科に臨床修練留学生を

受け入れました。中南大学湘雅医院（Xiangya Hospital, Central South University）は、病床数 3,500 床を

有し先進的な臨床を行うのみでなく、数多くの研究業績を上げる中国で屈指の医療機関です。今回の学術

交流協定の締結後は、病院間の複数の診療科や看護部などのメディカルスタッフ部門で、臨床のほか数多

くの学術研究を行う高度な学術交流を行っていきます。 

(文責：皮膚腫瘍科・皮膚科科長 松下茂人) 

 

日本と中国あるいは外国の医療制度は異なります。アメリカの Yale 大学の支援で始まった中南大学湘雅

医院で日本の若い医療スタッフが研修することは、世界レベルを知るチャンスと考えています。一方、当院の

高度医療を習得することは湘雅医院の若いスタッフも意義あることと考えています。お互いに交流することで

真の医療、規範となる医療が極められたら幸いです。今回の学術交流がきっかけになることを願っております。 

(文責：院長 田中 康博) 

 

  

  

 

 

 

 

写真左から、 

中南大学湘雅医院 Lei Guanghua 院長、 

鹿児島医療センター 田中康博院長、 

中南大学 Chen Xiang 副学長、 

中南大学 Chen Lizhang 副学長、 

鹿児島医療センター 松下茂人皮膚腫瘍科・

皮膚科部長。  



 

【締結した学術交流協定書】 


